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■情報科学研究所活動日誌（平成 27年 1月～12月）
（1）　平成 26年度　第 7回定例研究会（情報教育研究会）
　日　時 : 平成 27年 1月 22日（木）9 : 30～17 : 30
　場　所 : 9号館M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 18名
①森本祥一（経営学部）
　演題 : 再履修クラス担当の経験に基づく情報システム入門への動機づけに関する考察
②新保好美（経営学部）
　演題 : 情報リテラシ基礎演習　授業課題検討報告
③上野　仁（経営学部）
　演題 : 2014年度「情報リテラシ基礎演習」報告
④石井徹也（共立出版）
　演題 : 情報系教科書の今年の動向
⑤伊東洋一（神奈川県情報サービス産業協会）
　演題 : 企業が大学に求める情報教育
⑥大原康博（経営学部）
　演題 :「情報リテラシー基礎演習」実施報告〈ディベートでリテラシー習得できたか〉
⑦奥野祥二（経営学部）
　演題 : 2014年度「情報リテラシ基礎演習」実施報告
⑧植竹朋文（経営学部）
　演題 : 情報リテラシ基礎演習における反転授業導入の検討
⑨山縣　修（経営学部）
　演題 :「情報リテラシ基礎演習」実施報告
⑩廣澤敏夫（経営学部）
　演題 :  （再）「情報処理入門」の実施報告 ─ 講義要領に基づきつつ，EXCEL基本の習得を目指
した演習実施 ─
⑪魚田勝臣（経営学部）
　演題 : 情報リテラシ基礎演習についての学会発表報告
⑫関根　純（経営学部）
　演題 : 情報リテラシ基礎演習の進め方について
（2）　平成 26年度　第 2回ランチセミナー
日　時 : 平成 27年 2月 3日（火）13 : 00～14 : 30
場　所 : M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 16名
①報告者 : 株式会社リクルートライフスタイル　人事教育 G　グループマネージャー
　　　　　木下麻子氏
　演　題 :『情報』の会社“リクルート”のビジネス構造と，そこで働く人の仕事
（3）　川崎国際環境技術展 2015出展
日　時 : 平成 27年 2月 5日（木），6（金）
場　所 : とどろきアリーナ
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出展内容 :  
①植村・野口・深見研究室
「高齢者・視覚障害者等の情報環境向上のために，印刷文書読み上げ装置音声コード（SPコード）
の開発と普及，標準化」
②綿貫研究室
　「人力発電と太陽光発電によるハイブリッド創エネ」
③綿貫研究室
　「水の使用量可視化システム」（エネルギー）
（4）　平成 27年度　情報科学研究所第 1回総会
日　時 : 平成 27年 5月 12日（火）12 : 15～13 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），出席者数＋委任状数 : 49名
（5）　平成 27年度　第 1回定例研究会（情報科学研究所・経営研究所共催研究会）
日　時 : 平成 27年 6月 23日（火）12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 14名
報告者 : 渥美幸雄（経営学部）
演　題 : 情報通信ネットワーク技術の変遷と教訓
（6）　平成 27年度　第 1回ランチセミナー
日　時 : 平成 27年 6月 30日（火）12 : 15～13 : 30
場　所 : M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 16名
報告者 :  Dr. Hai Nguyen, Post-doctoral researcher, Department of Health and Social Management, Faculty of 
Social Sciences and Business Studies, The University of Eastern Finland
演　題 :  “Implementation of health information systems in hospitals̶What we learned from the Nordic coun-
tries”
（7）　平成 27年度　第 2回定例研究会
日　時 : 平成 27年 7月 14日（火）12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 16名
①報告者 : 土屋翔一（ネットワーク情報学部）
　演　題 : HISTと Halin graphについて
②報告者 : 巴山竜来（経営学部）
　演　題 : Processingを使った力学系モデルの可視化
（8）　平成 27年　第 3回定例研究会（情報教育研究会）
日　時 : 平成 27年 7月 31日（金） 10 : 00～17 : 30
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 15名
①報告者 : 奥野祥二（経営学部）
　演　題 : 2015年度「情報処理入門」実施報告
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②報告者 : 新保好美（経営学部）
　演　題 :「情報処理入門」H27年度授業運営報告
③報告者 : 山縣　修（経営学部）
　演　題 :「情報処理入門」実施報告
④報告者 : 大原康博（経営学部）
　演　題 :「情報処理入門」実施報告　～ 2年目のジンクスに立ち向かう～
⑤報告者 : 廣澤敏夫（経営学部）
　演　題 :「情報リテラシ基礎演習」の実施報告
⑥報告者 : 石井徹也（共立出版）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習の新教科書の企画
⑦報告者 : 魚田勝臣（経営学部）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習の新教科書の全体構想　～編集を終えて～
⑧報告者 : 植竹朋文（経営学部）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習におけるチーム活動のための準備
⑨報告者 : 森本祥一（経営学部）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習における問題発見と情報分析
⑩報告者 : 関根　純（経営学部）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習における解決策の創出
⑪報告者 : 渥美幸雄（経営学部）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習におけるレポート作成
⑫報告者 : 大曽根匡（経営学部）
　演　題 : 情報リテラシ基礎演習におけるディベート
⑬報告者 : 上野　仁（経営学部）
　演　題 : 2015年度「情報処理入門」実施報告
⑭報告者 : 伊東洋一（神奈川県情報サービス産業協会）
　演　題 : 情報教育を活性化させる神情協の取り組み　～ PBL実践演習成果を世の中へ～
（9）　平成 27年　第 4回定例研究会（大学院生大会）
日　時 : 平成 27年度 10月 13日（火）12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 9名
①報告者 : 王　晨旭・森本祥一（経営学部）
　演　題 : ECサイトにおける顧客ロイヤルティの醸成に関する研究
（10）　平成 27年度　情報科学研究所第 2回総会
日　時 : 平成 27年 10月 27日（火）12 : 15～13 : 00 
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），出席者数＋委任状数 : 49名
（11）　公開講座
日　時 : 平成 27年 11月 1日（日）10 : 30～12 : 30
場　所 : 生田 9号館 4階端末室 D，参加人数 : 10名
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タイトル : IT×ものづくり入門　「コンピュータを使って工作を体験してみよう」
講　師 : 飯田周作（ネットワーク情報学部）
（12）　平成 27年度　第 5回定例研究会
日　時 : 平成 27年 11月 10日（火）12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 14名
①報告者 : 間嶋　崇（経営学部）
　演　題 : 組織を変える対話，組織を変えない対話
②報告者 : 秋吉美都（人間科学部）
　演　題 : Nの話 ─ 社会科学におけるサンプルの問題とコンピュータの利用について
（13）　平成 27年度　第 6回定例研究会
日　時 : 平成 27年 12月 8日（火） 12 : 20～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室（9号館 6階），参加人数 : 19名
①報告者 : 飯塚佳代（ネットワーク情報学部）
　演　題 : IT導入効果について ─ 新業務策定における組織間調整プロセスについての考察
②報告者 : 関根　純（経営学部）
　演　題 : クラウド型 DB&SNSの情報教育への適用結果について
■共同研究助成（平成 27年度）
（1）　Mallowsの Cp基準による消費者の店舗選択行動のモデリング
代表 : 高野祐一（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 中原孝信（商学部）
（2）　 デジタルファブリケーション環境における「ものづくりリテラシー」の向上と学びの共有に
関する研究
代表 : 栗芝正臣（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 中村友保（ネットワーク情報学部）
（3）　経営学教育におけるアクティブラーニング導入の検討
代表 : 間嶋　崇（経営学部），共同研究者 : 植竹朋文（経営学部）
（4）　位相的既約な全域木についての研究
代表 : 土屋翔一（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 野村亮（ネットワーク情報学部）
（5）　 音声コードを付与した印刷文書コンテンツの調査分析と考察 ─ 障害者差別解消法施行にとも
なう「合理的配慮」に関する検討に向けて ─
代表 : 植村八潮（文学部），共同研究者 : 野口武悟（文学部），河野敏鑑（ネットワーク情報学部）
（6）　Excel用の標準テストと自動採点を連動させたシステムの開発と評価
代表 : 大曽根匡（経営学部），共同研究者 : 関根　純（経営学部）
（7）　 大学キャンパスにおける緑地インタープリテーションへの活用を目的としたAR技術の導入の
検証
代表 : 岡田　穣（商学部），共同研究者 : 岩尾詠一郎（商学部）
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■刊行物（平成 27年 1月～12月）
◆年報　情報科学研究　第 35号（平成 27年 3月発行）
① 高野祐一（ネットワーク情報学部），和田悠太郎（東京工業大学），生田目崇（中央大学），村木
正明（東京工業大学）
　「アドネットワークにおけるバナー広告入札戦略決定フレームワークの有効性の検証」
②大曽根匡，関根　純，丹保歩子（経営学部）
　「Excel用標準テストのための自動採点プログラムの開発とその実施結果の報告」
③関根　純（経営学部）
　「業務マニュアルの自動生成手法に関する一考察」
◆所報　専修大学情報科学研究所所報　第 84号（平成 27年 2月発行）
①植竹朋文（経営学部）
　「企業における知識流通に関連する情報通信技術に関する一考察」
②高萩栄一郎（商学部）
　「ファジィルールとベクトル値型ショケ積分モデルを用いた分類システムの開発」
③岡田　穣，岩田詠一郎（商学部）
　「キャンパス景観の構造と評価からみた好ましい動線ルートの作成を目的とした基礎的研究」
◆所報　専修大学情報科学研究所所報　第 85号（平成 27年 7月発行）
①坂本量平，野村亮（ネットワーク情報学部）
　「文字列のもつ帰納的構造に関する代数的視点からの考察」
②松永賢次，吉田亨子（ネットワーク情報学部）
　「グループ利用のためのデジタルドキュメントネットワーク構築システムの機能と実装について」
◆欧文誌　Information Science and Applied Mathematics, Vol. 22（平成 27年 3月発行）
① Takashi Kobayashi（ネットワーク情報学部）
　“Business State Model for Knowledge Work Process Mining”
② Takashi Kobayashi（ネットワーク情報学部）
　“Proposal of Issue Patterns for Business Process Design”
③Minoru Tanaka（ネットワーク情報学部）
　“On a Misspeciﬁed ARMA Model Fitting to a Data from Gaussian ARMA Process”
④ Youichiro Hashida and Tomofumi Uetake（経営学部）
　“Examination of a Package Design Analysis Method Using the Saliency Map”
